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は じ め に

リ ン ゴ紋羽病 に は紫紋羽病 と 白紋羽病が あ り ， 両病 と

も 多犯性の土壌病害で， リ ン ゴ以外 の ナ シ ， ブ ド ウ な ど

の果樹を は じ め ， ク ワ ， 林木お よ びサ ツ マ イ モ ， ア ス パ

ラ ガ ス 等の草木植物 に も 発生す る 。

リ ン ゴ両紋羽病 は 古 く か ら 発生 し， 年々 被害 が増加

し， 安定生産上大 き な 問題 に な り ， 生産者 は そ の対策 に

苦慮 し て い る 。 し か し ， 本病の病原菌 は土壌 と い う 複雑

な環境の 中 で根に寄生 し ， 樹勢 と 密接 に 関係 し て 発病す

る の で， 難防除病害の一つ に な っ て い る 。

こ の た め ， 両紋羽病の 多発要因 を 解明 し ， 防除法 を改

善す る 目 的で， 青森県 内 の リ ン ゴ 園 に お け る 両紋羽病の

発生環境 に つ い て調査 し た 。 そ の概要 を紹介す る と と も

に そ れ ら の結果か ら本病 の 防除対策 に つ い て考察 し た い。

ま た ， 発生環境の調査中 に ， 分生胞子 を形成す る 紫紋

羽病菌の菌株が確認 さ れた の で， そ の要 旨 を も 紹介す る 。

I リ ン ゴ紫紋羽病菌の分生胞子の形成

紫 紋 羽 病 の 病 原 菌 は TANAKA (1891) に よ っ て ，

Helicobasidium momρ'a TANAKA と 初 め て 命名 さ れ た 。

そ の 後， ho ( 1949) は本病の病原菌の純粋分離 に 成 功

し， そ の形態 を詳細 に観察 し ， 欧米 に 広 く 分布す る 近似

種の H ρuゆureum と 別種であ る と し た 。 し か し， 鈴木

ら (1957) は本病の病原菌 を H ρurþureum と 比較検討

し， 担子胞子の数 と 分生胞子時代 の有無 に つ い て検討す

る 必要が あ る と し て 両菌 を 全 く 別種 と す る に は慎重 を 要

す る と し た 。

こ れ ま で多 く の研究者 に よ っ て 紫紋羽病菌の分離 ・ 培

養が行わ れ て い る が， 分生胞子 は 確認 さ れ て い な か っ

7こ 。

と こ ろ が， 青森県 内 の リ ン ゴ紫紋羽病擢病樹に 形成 さ

れた 子実体の担子胞子 か ら 分離 さ れ た 7 地点、， 105 菌株

の 中 に ， 分生胞子 を 形成す る 菌株が， 2 地点 で， 15 菌株

初め て 得 ら れた。 15 菌株の 中 か ら 10 菌株 を 選 ぴ， リ ン

ゴ苗木 に接種 し た 結果， 7 菌株が病原性 を 示 し ， こ の 中

で 2 菌株が強い病原性 を 示 し た 。 培地上 に お け る 分生胞

子の形成 は 12 時間照明下で極 め て 良好 で あ っ た が， 無

照明下では著 し く 劣 っ た (福島， 1998) 。

ま た ， 培地上 に 形成 さ れた リ ン ゴ紫紋羽病菌の分生胞

子 を BUDDIN and WAKEFIELD ( 1927， 1929) の 記載 し た H

purþureum の 分生胞子 と 比較 す る と ， 形， 大 き さ は 若

干異な る が， 分生胞子の着生状態 お よ び分生子柄の形態

は 同 じ であ っ た (表-1 ) 。

菌叢の培養性状 も 分生胞子形成菌株 は非形成菌株 に比
較 し て ， 菌糸の生育が遅 い が， 菌叢の色が 白色~淡い褐

色 で， 病 原 性 の 弱 い 点 な ど が 類 似 し て い た (福 島，

1998) 。

以上の こ と か ら ， リ ン ゴ紫紋羽病菌 (H mampa) と

H ρurþureum 菌の 分生胞子形成菌株 は極 め て類似 し て

い る こ と が明 ら か に な っ た 。 し か し ， こ の点 に つ い て は

さ ら に 両菌 を 同時 に 分離 ・ 培養す る 操作の 中 で， 分生胞

子の形態 を比較検討 し ， そ の異 同 を 確認す る
表 - 1 H. mompa と H. ρuゆU陀um と の分生胞子お よ び分生子柄の形態比較

必要があ る 。
分 生 胞 子 分 生 子 柄

病原菌名
形態 大 き さ (μm) 形態 分岐 分生胞子形成

H. 間ompa 倒卵形， 6 . 0�lO . O  根棒状 無 Tuberculi:加 型
(紫紋羽病菌) 楕円形 X 6 . 5�12 . 5  

時 に
球形

H. ρurþureum * 球形 9 . 0�15 . O  梶棒状 無 Tuberculina 型
時に X IO . O�18 . 0  
楕円形，
卵形

* 印 は BUDDIN and W AKAFIELD (1927) の記録に よ る .

E リ ン ゴ普通栽培固 に お ける紫及 び 白

紋羽病の発生環境

1 発生状況

青森県 内 の マ ルパ カ イ ド ウ や ミ ツ バ カ イ ド

ウ な どの喬木性の 台木 を 利用 し た リ ン ゴ普通

栽培圏 に お け る 紫及び 白 紋羽病の発生樹率 は

1 9 29 年 に は l . 3 % で あ っ た 。 そ の 後，

1935........42 年 ご ろ に 本病 の 発生 し や す い 山 手

の 火 山灰土壌 に リ ン ゴ が大量 に 新植 さ れ， 栽

Environmental Factors Important for the Occurrence of the Violet and White Rots in Apple Orchards and their Contorol Methods. 
By Chimao FUKUSHIMA 
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(1998 年)

に硬化浮石間， 砂礁周， 浮石E楽層， 粟砂層， ゴ ロタ居，
シ ラ ス層， 巨篠含有層の存在す る 砂質沖積土壌， 火山灰
土壌お よ び残積土壌

こ れ ら の発生型には土壌の種類， 有効土層の深 さ お よ
び下層 に存在す る根の生育 を阻害す る土層が大 き く 影響
す る 。 こ れ ら の諸点に留意し て ， 防除対策 を講ず る と 防
除が一層効率的に な る。

3 各種土築中お よび土壌煎汁培地におけ る紫及び白
紋羽病菌の生育と土壌微生物

両紋羽病の発生様相 の異 な る 土壌中 に お け る 紫紋羽病
菌の生育密度は， 紫紋羽病多発闘が最 も 高 く ， 次いで 白
紋羽病多発園で， 無発生園が最 も 低 か っ た。 土壌煎汁培
地にお け る 紫紋羽病菌の生育 も 同 じ傾向で あ っ た。

こ れに対し て， 白紋羽病菌の生育は土壌中お よ び土嬢
煎汁培地 と も 紫紋羽病多発園 と 無発生園に比較し て ， 白
紋羽病多発園で良好で あ っ た。

一方， 調査園地に隣接す る 未耕地土壌ではいずれの地
点、に お い て も 紫紋羽病菌の生育が良好で あ っ た が， 白紋

羽病菌の生育は著し く 劣っ た (福島， 1998) 。
無発生国土壌は埴質沖積土壌で， 粘土含量が高 く ， 土

壌孔隙量が低 く ， 栄養源に な る 腐植が少な い こ と か ら ，
両紋羽病菌が劣っ た と 考え ら れる 。

また， 未耕地土壌中 に お け る 紫紋羽病菌の生育は， 紫
紋羽病多発困土壌 と同 じで あ る の に対し て ， 白紋羽病多
発国土壌に比較して著し く 劣 る こ と か ら ， リン ゴ園土壊
はリン ゴ を長年栽培す る こ と に よ り ， 発生型が紫紋羽病
か ら 白紋羽病に移行した も の と 推察 さ れ る 。 こ の原因 と
して， 荒木 (19 6 7 ) は熟畑化に伴う微生物相の変化 を挙
げて い る 。 本調査に お い て も 総 微生物数は無発生園 に比
較し て， 両紋羽病の多発園で多 く ， 細菌数は紫紋羽病多
発園 に比較し て ， 白紋羽病多発園が多 く ， 同国は細菌型
土壊で あ っ た (福島， 1998) 。

4 台木の種類と白紋羽病の発生
リン ゴ普通栽培園では， 主 に マルパカ イ ド ウ や ミ ツ パ

カ イ ド ウ な ど を台木 と して 使用して い る 。 こ れ ら の台木
を利用したリン ゴ樹には両紋羽病 と も 発生す る が， 匝|場
に お け る 白紋羽病の発生は ミ ツ バ カ イ ド ウ ， コパ ノ ズ ミ
台木に比較して 7 Jレパカ イ ド ウ 台木で少 なか っ た。 接種
試験 に お い て も 同様の結果で あ っ た (福島， 1998) 。

こ れ ら の台木間の発病差は本質的な抵抗性 に よ る も の
ではな く ， 狼の形態 ・ 機械の違いが樹勢に影響 を及ぽし
て発現す る も の と 考え ら れ る 。
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培管理 も 良品質 ・ 多Ji)(獲に変遷した こ と か ら ， 発生樹率
は 19 5 1 年 が 4 . 4% に ， 19 6 6 年 が 7 . 6 % に ， 1980 年 に は
8 . 7% に増加した。 こ のう ち ， 19 5 1 年は両紋羽病が同率
に発生し て い た が， 19 6 6 年には白紋羽病が紫紋羽病 よ り
明 ら か に 多 く な っ た。 し かし， 1980 年には 白 紋羽病が減
少し， 紫紋羽病が多 く な っ た (図- 1 ) 。

また， 青森県内の両紋羽病の発生にはすみ分け現象が
見 ら れ， 栽培年数が 50 年以下の比較的新し い 園地 には
紫紋羽病， 50 年以上 の 古 い 園地では 白紋羽病が主体に
発生し て い る (福島， 1987) 。

現在， 白紋羽病に比較し て紫紋羽病が多 く な っ て い る
のは， 古い園地が宅地化な どで減少し， 山手の比較的新
し い園地が増加した こ と が考え ら れ る 。 さ ら に， 清耕栽
培か ら 紫紋羽病菌の寄生す るタン ポポや ギ シ ギ シ な どの
雑草草生栽培 に移行した こ と も 考え ら れ る が， こ の点に
つ い ては詳細 に検討す る 必要があ る 。
2 土壌の種類および土壌条件と紫及び白紋羽病の発

生
両紋羽病の発生に及ぽす土壊環境の調査結果か ら ， 青

森県内の リ ン ゴ紫及び白紋羽病の発生型を次の 4 種類に
大別した (福島， 1998) 。

① 無~微発生型 : 腐植層が少な く ， 有効土居の深い
埴質沖積土壌

② 少発生型 : 有効土層が深 く ， 乾湿害の発生し ない
火山灰土壌 と 残積土壌

③ 中 発生型 . 有効土 層 が比較的浅 く ， 下 層 に 粟砂
層， ゴ ロタ層， 団結磁層等の存在す る 火山灰土壌 と 残積
土壌

④ 多発生型 : 有効土 層 が 50 cm 前後で浅 く ， 下層

疫1\Jj 物植
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リ ン ゴわ い化栽培 に おける発生環境

1 発生状況
青森県津軽地方のリン ゴわい化栽培園 に お け る 紫及び
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図 - 1 青森県の普通栽培闘 に お け る 紫及 び 白 紋羽病の発
生推移

。
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白紋羽病の 発生樹率 は 4 . 4% (表-2) で， 前述の普通栽

培 園 の 8 . 7% お よ び南 部 地 方 の わ い 化栽 培 園 の 5 . 8%

(藤 田 ら ， 1984) に 比較 し て 少 な か っ た 。 こ の 原因 と し

て は津軽地方 の わ い 化栽繕 は両紋羽病の ほ と ん ど発生 し

な い水田土壌お よ び埴質沖積土壌で実施 さ れた こ と や，

土壌改良 ・ 植穴改良が徹底 さ れた こ と が考 え ら れ る 。

ま た ， 白紋羽病の発生 し や す い古 い 園地での改植が少

な か っ た こ と か ら ， 紫紋羽病の 発生樹率が 3 . 9% で あ っ

た の に対 し て ， 白紋羽病の 発生樹率が 0 . 5% と 著 し く 低

く ， 紫紋羽病の発生が圧倒的 に 多 か っ た (表-2) 。

2 土壌の寝類 お よ び園地の前歴 と 紫及 ぴ 白 紋羽病の

発生

両紋羽病の発生 は前述の普通栽培園 と 同様 に 火山灰土

壌， 砂質沖積土壌 お よ び シ ラ ス 質残積土壌で明 ら か に 多

か っ た が， 埴質沖積土壊 と 粘土質残積土壌で は ほ と ん ど

見 ら れな か っ た (表-3) 。

前歴の異な る 園地 に お け る 両紋羽病の発生 は ， 山林，

原野であ っ た場合 に 比較 し て ， リ ン ゴ 園 を 更新 し， 新植

し た 園で多か っ た 。 ま た ， 一般の水回転換園では両紋羽

病の発生が全 く 見 ら れ な か っ た が， 黒 ボ ク 土壌 を客土 し

た り ， 紫紋羽病菌の感染 し た 苗木 を 植 え 付 砂 し た 園 で は

紫紋羽病が多発 し た (表-4) 。

こ れ は水回転換園 は両紋羽病菌が無菌状態 に あ る が，

病原菌の持 ち 込みが あ る と 定着 ・ 噌殖 し， 多発す る こ と
を示唆 し て い る 。

3 仕立様式 お よ び台木の種類 と 紫及 ぴ 自 紋羽病の発

生

わ い化栽培に お け る 仕立様式の違い に よ る 両紋羽病の

表 - 2 紫及び白紋羽病の発生樹割合

発生樹率 被害程度別発生樹率 (%)
紋羽病の種類 被害度

(%) 少 中 多

紫紋羽病
白紋羽病

3 . 9 
0 . 5  

1 . 5  1 . 2  1 . 2  
0 . 1  0 . 1  0 . 3  

57 . 1 
73 . 3  

合計 1 . 6  1 . 3  1 . 5  4 . 4  59 . 0  

注 ) 調査樹数 10 ， 713 樹.

表 - 3 土壌の種類 と 紫及び白紋羽病の発生

調査樹数 発生樹率 (%)
土壊群 土犠統群

(樹)
合計

紫紋羽病 白紋羽病

沖積 埴質沖積土嬢 1 ， 472 。 。 。
土壌 砂質沖積土壌 145 6 . 9  0 . 7  7 . 6  ー - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ・ ・ ・ ・ ・ ・ - - - - - ー ー ー - - - - - - - 骨 - - _ .・ . . 肩 .
火山灰 黒 ポ ク 土壌 4 ， 376 6 . 7  1 . 2  7 . 9  
土 壌 淡色黒 ポ ク 土壌 1 ， 977 3 . 9  0 3 . 9  

残 積 粘土質土壌 2 ， 51 1  0 . 1 0 0 . 1  
土壌 シ ラ ス 質土壌 232 22 . 0  0 22 . 0  

発生 は， 一般 に普及 さ れて い る 細がた紡錘形 と こ れ よ り

強努定 を行い， 小型の樹型 に す る コ ル ド ン仕立で は 定植

後 8 年 固 ま で差が認め ら れ な か っ た 。 し か し ， 定植後 9

年 目 以降 に な る と ， 細がた紡錘形 に 比較 し て コ ル ド ン仕

立で発生が明 ら か に 多 く な り ， そ の 差 は 年々 拡大 し た

(図-2) 。

両紋羽病が多発 し た コ ル ド ン仕立の わ い 化栽培園 に お

け る 台木の種類別両紋羽病 の 発生 は ， M . 7 が最 も 多 く ，

次 い で M . 9 で， MM 106 と M . 26 は 最 も 少 な か っ た 。

し か し， 自紋羽病菌の 接種試験で は わ い性台木 に 比較 し

て ， マ ルパ カ イ ド ウ 台木の発病程度が低か っ た が， わ い

性台木聞 に差が認め ら れな か っ た 。

4 ACLSV 感染の有無 と 紫及 ぴ 自 紋羽病の発生

青森県 内 の わ い化栽培 は ， マ ルパ カ イ ド ウ 台木 と 品種

の聞 に 入れた わ い性台木か ら も 発根 さ せ る 二重台方式が

早期 に 大量 に 苗木 を得 ら れ る た め 広 く 行わ れて い る 。 こ

れ ら の樹 に ACLSV (Apple chlorotic leaf spot virus) 

が感染す る と マ ルパ カ イ ド ウ 台木部 に bark necrosis が

発生 し ， 両紋羽病の発生が著 し く 多 く な る (表-5) 。 こ

の た め ， 両紋羽病の発生す る 恐れの あ る 園地で は ， 苗木

か ら マ ルパカ イ ド ウ を切 り 取 っ て か ら 使用 す る か， ウ イ

ル ス フ リ ー の 品種 と 台木使用 す る こ と が大切で あ る 。

W 防 除

リ ン ゴ紫及び白紋羽病の 防除対策 に は 予防 と 治療があ

る 。 予防対策 に は ク ロ ル ピ ク リ ン に よ る 跡地消毒， 土壌

表 - 4 園地の前歴 と 紫及ぴ白紋羽病の発生

園地の前歴
調査樹数

(樹)

発生樹率 (%)
合計

紫被羽病 白 紋羽病

リ ン ゴ園 5 ， 468 5 . 9  1 . 0  6 . 9  

山林 ・ 原野 3 ， 254 1 . 0  。 1 . 0  
水田 1 ， 226 。 。 。
水回 (黒 ポ ク 客土) 580 8 . 6  。 8 . 6  

水田 (感染苗木植付) 185 8 . 7  。 8 . 7  

50 

04

 

累積発病樹率(%)

。 細 がた紡錘形仕立
・ コ ル ド ン 仕立

。
5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 

定植後年数 ( 年)

図 - 2 仕立様式 を 異 に す る 栽培園 に お け る 紫及 び 白 紋羽
病の発病推移
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表 - 5 ACLSV 接種の有無 と 紫及び白紋羽病の発生

ACLSV 品種
供試樹数

(本)

接種 .b じ 88 
ス タ ー 85 

計 173 

無接種 ふ じ 86 
ス タ ー 88 

計 174 

発病樹率 (%)

紫紋羽病 白紋羽病
両紋羽病
の併発

62 . 5  20 . 5  5 . 7  
81 . 2  4 . 7  9 . 4  
71 . 7  12 . 7  7 . 5  

。 1 . 1 。
。 3 . 4  。
。 2 . 3  。

注) ス タ ー : ス タ ー キ ン グデ リ シ ャ ス
ACLSV : apple chlorotic leaf spot virus 

改良， 植穴への埴質沖積土壌の客土， 苗木消毒， 適正な

樹勢の維持等が あ る 。 治療対策 に は， 早期 に発見 し て ，

薬剤 に よ る 露出処理， 薬剤の土壌注入 を行っ て 治療樹の

樹勢 を 回復 さ せ る 方法があ る 。

こ れ ら の 防除対策 を ， 発生環境調査で明 ら か に な っ た

発生型 (無~微発生型， 少発生型， 中 発生型， 多発生

型) に つ い て 個別 に考察す る と ， 以下の よ う に な る 。

① 無~徴発生型 : 埴質沖積土壌， 粘土質残積土壌お

よ び水田土壌が含 ま れ る 。 埴質沖積土壌 の 園地では リ ン

ゴ を 長年栽培 し で も 紫及 び 白 紋羽病 の 発生 は 見 ら れ な

い。 こ の土壌中 お よ び土壌煎汁培地では両紋羽病菌の生

育 は抑止 さ れ， 本土壌 に 植 え た 苗木への病原菌の接種あ

る い は両紋羽病擢病苗木 を 同土壌 に 移植 し た場合 に も 発

病が著 し く 抑止 さ れ る 。 こ の た め ， 埴質沖積土壌 は植穴

客土 に よ る 予 防対策 と し て 実用性が期待 で き る と 同 時

に， 両紋羽病対策 は必要 と し な い 。

こ の ほ か に 両紋羽病の ほ と ん ど発生 し な い 闘 地 と し

て ， 有効土層 の深い粘土質残積土壌 の 園地 と 米の生産調

整で面積が増加 し た水回転換園が あ る 。 こ れ ら の 園地 に

お い て も 防除対策 は必要 と し な い。

し か し， 水回転換園で も 黒 ボ ク 土壌の客土や紫紋羽病

菌の感染 し た 苗木 を 定植 し た 園 で紫紋羽病が多発 し て い

る 。

こ の た め ， 水回転換園で は苗木消毒の徹底 と 両紋羽病

の発生す る 黒 ボ ク 土壌 を客土 し な い。 つ ま り ， 両紋羽病

菌 を持 ち 込 ま な い こ と が大切であ る 。

② 少発生型 : 火 山灰土壌 と 残積土壌で， 有効土層が

深 く ， 乾湿害 と 両紋羽病の発生が少 な い 園地であ る 。 こ

れ ら の 園地 に対す る 防除対策 は跡地消毒， 苗木消毒な ど

の予防対策 と 権病樹の治療対策で十分であ る 。

③ 中~多発生型 : 本発生型 に 属す る 園地 は砂質沖積

土壌， 火 山灰土壌 お よ び残積土壌の 園地で， 有効土層が

浅 く ， 下層 に粟砂層， ゴ ロ タ 層， 疎層， シ ラ ス 層， 硬化

埴土層 な どが存在 し ， 根の生育 を 著 し く 阻害す る と 同時

に乾湿害が発生 し ， 樹勢 を低下 さ せ て ， 両紋羽病が多発

し て い る 。

し た が っ て ， こ れ ら の 園地では両紋羽病の 防除 は個々

の 防除対策 を総合的 に 実施 し な げ れ ば な ら な い が， 土壌

改良 と 植穴改良 に 重点 を 置 い た 予防対策が第ー に重要で

あ る 。

す な わ ち ， 根の生育 を 阻害 し て い る 下層 の厚 い土層 を

深耕 に よ っ て破砕 し ， 耕起 ・ 整地す る 。 そ の後， ク ロ ル

ピ ク リ ン に よ る 土壌消毒 を行い， 推 き ゅ う 肥 と 石灰質肥

料を大量 に 投入す る 。 植穴 は大 き く 掘 り 上 げ， 推 き ゅ う

肥， ょ う 成 り ん肥お よ び苦土炭 カ ル を十分施用 し ， 苗木

を 消毒 し て植 え 付 げ る 。 こ れ ら の 防除作業 は 中~多発生

型の園地に対す る 必須条件で あ る 。

以上の予防対策 を 実施 し て も 紫及び 白紋羽病が発生す

る 場合 は ， 擢病樹 を 早期 に 発見 し ， 所定の 方法です み や

か に 治療 し ， 樹勢の 回復 に 努 め る 。

お わ り に

リ ン ゴ紫及び白紋羽病 は ， 土壌 の種類 お よ び土壌条件

の違 い に よ っ て 発生量 に差が現れ る 。 同一園地内 で も 下

層の土壌条件 に よ っ て も 差が発生す る 。 ま た ， 両紋羽病

に は す み分 け 現象が見 ら れ， 紫紋羽病 は比較的新 し い 園

地 に 発生 し， 白紋羽病 は 古 い 園地 に 発生す る 例が多 い。

こ れ ら の諸点 を 考慮 し て ， 圏 内 の両紋羽病の発生状況

を調査 し， 適切な 防除対策 を講ず る 必要が あ る 。

ま た ， 本病の防除は地上部 に症状が見 ら れて か ら で は

手遅れ に な る 例が多 い の で， 予防対策 に 重点 を 置 き ， 発

生 を 未然 に 防止 し な け ればな ら な い。
特 に ， 発生の 多 い 園地や わ い化栽培菌 で は予防対策 を

総合的 に 実施 し な け ればな ら な い が， 土壌改良 と 植穴改

良 を必須条件 と し て 重点的 に 実施す る 。 こ れ ら の予防対

策 を 実施 し て も 発生が見 ら れた ら ， 早期発見， 早期治療

に努め， 被害 を 最少限 に く い止 め る こ と が重要 で あ る 。
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